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春
日
部
駅
西
口
か
ら
15
分

ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
あ
る
、
隠

れ
家
的
な
美
容
室
「M

u
j
A
R
T
R

o
o
M

」
。
お
洒
落
な
扉
を
開
け
る

と
非
日
常
的
な
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

店
名
の
「M

u
j
A
R
T
R
o
o
M

」
と

は
、「Mu

s
i
c
J
o
y
A
r
t
R
o
o
m

」

こ
の
４
つ
の
単
語
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、「
音
楽
と
ア
ー

ト
を
楽
し
む
部
屋
」
と
言
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
秘
密

基
地
や
、隠
れ
家
の
よ
う
な
雰
囲
気
の

漂
う
美
容
室
で
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
今
年
で
11
年
目
。
趣

味
は
、
愛
車
の
ポ
ル
シ
ェ
で
ド
ラ
イ
ブ

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
猪
島
さ
ん
が
経
営

さ
れ
て
い
る
美
容
室
は
、
小
規
模
・
少

人
数
で
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大

切
に
す
る
た

め
に
、
で
き

る

限

り

お

客
様
の
ご
予

約

を

重

ね

な
い
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
猪
島
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

は
、「
お
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
綺
麗
な

髪
を
保
ち
、
格
好
良
く
い
ら
れ
る
ヘ
ア

ス
タ
イ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
の

こ
と
で
す
。

た
だ
要
望
通
り
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、そ

れ
を
維
持
す
る
と
こ

ろ
ま
で
を
考
慮
し
、美

容
室
に
通
う
頻
度
や

予
算
等
お
客
様
の
ご

希
望
を
親
身
に
な
っ
て
お
聞
き
し
た

上
で
最
善
の
提
案
を
心
掛
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

髪
質
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た

り
、
自
分
に
似
合
う
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を

探
し
て
い
る
方
は
一
度
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
自
分

に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
島
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
店

内
風
景
を
Ｑ
Ｒ
動
画
に
し
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
㈲
か
い
し
ゃ
ご
っ
こ

有
美
）

玉
虫
左
太
夫
（
一
八
二
三
－
六

九
）
は
第
四
十
三
話
で
採
り
上
げ

た
佐
野
鼎
と
共
に
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
の
幕
府
遣
米
使
節
に
随

行
し
ワ
シ
ン
ト
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

等
を
訪
問
し
、
世
界
一
周
を
果
た

し
て
帰
国
し
た
人
物
で
あ
る
。
左

太
夫
は
類
い
稀
な
文
才
が
あ
り
、

訪
米
前
に
は
函
館
奉
行
の
堀
利
煕

に
随
行
し
て
蝦
夷
地
や
樺
太
を
調

査
し
、
克
明
な
記
録
「
入
北
記
」
を

残
し
た
が
、
訪
米
時
に
も
詳
細
な

日
記
「
航
米
日
録
」
を
著
し
て
い
る
。

彼
は
仙
台
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、

藩
校
養
賢
堂
に
学
ん
だ
後
、
二
四

歳
で
江
戸
に
出
て
大
学
頭
林
復
斎

の
門
人
と
な
り
、
刻
苦
勉
励
し
て

塾
長
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
五
歳

の
時
、
遣
米
使
節
の
正
使
新
見
豊

前
守
の
従
者
と
し
て
使
節
団
に
参

加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
前
記

の
「
航
米
日
録
」
に
は
、
優
れ
た
西

欧
文
明
に
驚
き
な
が
ら
も
米
国
の

政
治
、
経
済
、
工
業
技
術
、
国
民
性

な
ど
を
綿
密
に
記
載
し
、
日
本
も

西
欧
文
明
を
採
り
入
れ
富
国
強
兵

に
よ
っ
て
欧
米
列
強
と
対
等
に
渡

り
合
え
る
国
家
に
な
る
必
要
が
あ

る
と
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
帰

国
後
は
仙
台
で
藩
校
養
賢
堂
指
南

頭
取
と
な
り
、
後
進
の
育
成
に
力

を
注
い
だ
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

一
月
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
後
、

薩
摩
・
長
州
を
中
心
と
す
る
新
政

府
が
成
立
し
、
会
津
藩
追
討
の
た

め
に
奥
羽
鎮
撫
総
督
が
仙
台
に
派

遣
さ
れ
た
。
東
北
諸
藩
は
戦
火
が

東
北
に
及
ぶ
こ
と
を
望
ま
ず
、
会

津
藩
救
済
の
た
め
に
仙
台
領
の
白

石
城
に
諸
藩
代
表
が
集
ま
り
会
議

が
開
か
れ
た
。
仙
台
藩
の
筆
頭
家

老
但
木
土
佐
の
唱
導
で
新
政
府
に

会
津
救
済
の
嘆
願
書
を
提
出
す
る

こ
と
に

決
し
た

が

、
会

津
討
伐

の
急
先

鋒
で
あ
っ

た
長
州

出
身
の

総
督
府

参

謀

、

世
良
修

蔵
の
反
対
に
よ
り
却
下
さ
れ
た
。

そ
の
直
後
、
傲
慢
な
振
る
舞
い
の

目
立
っ
た
世
良
は
福
島
で
仙
台
藩

士
等
に
よ
り
斬
殺
さ
れ
、
事
態
は

急
変
し
た
。
こ
の
後
、
東
北
諸
藩
は

長
岡
藩
等
北
越
六
藩
を
加
え
三
十

一
藩
か
ら
な
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟

を
結
成
し
、
新
政
府
と
の
和
平
が

実
現
し
な
い
場
合
は
戦
い
も
辞
さ

な
い
と
い
う
和
戦
両
様
の
攻
守
同

盟
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
う
し

た
列
藩
同
盟
を
取
り
仕
切
っ
た
家

老
但
木
土
佐
の
片
腕
と
し
て
盟
約

書
起
草
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
の
が
玉
虫
左
太
夫
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
成

立
後
、
東
北
各
地
で
新
政
府
軍
と

列
藩
同
盟
軍
・
旧
幕
府
軍
の
間
で

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
東
北

戊
辰
戦
争
は
明
治
元
年
（
一
八
六

八
）
九
月
の
会
津
、
庄
内
両
藩
の
降

伏
に
よ
り
幕
を
閉
じ
た
が
、
列
藩

同
盟
を
主
導
し
た
但
木
土
佐
は
罪

を
一
身
に
負
っ
て
明
治
二
年
斬
刑

に
、
玉
虫
左
太
夫
は
同
年
獄
中
で

切
腹
し
た
。
仙
台
藩
き
っ
て
の
開

明
派
知
識
人
で
あ
っ
た
玉
虫
左
太

夫
は
、
文
明
開
化
の
世
の
到
来
を

見
ず
に
、
時
代
の
大
き
な
波
に
呑

ま
れ
る
よ
う
に
そ
の
一
生
を
終
え

た
。
旧
知
の
福
沢
諭
吉
は
、
そ
の
才

能
を
惜
し
ん
で
「
何
た
る
こ
と
か
」

と
慨
嘆
し
た
と
い

匠
の
街
春
日
部
か
わ
ら
版

発行 ㈱コーワ

編集 共栄大学発ベンチャー

㈲かいしゃごっこ
編集長 藤本有美
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【
筆
者
紹
介
】

内
藤
徹
雄
。
共
栄
大

学
名
誉
教
授
（
元
副

学
長
）、全
国
歴
史
研

究
会
会
員
、
専
門
は

国
際
経
済
、
国
際
金

融
。
中
学
時
代
よ
り

「
趣
味
は
歴
史
」
を
貫

き
、
現
在
も
歴
史
探

訪
を
続
け
る
。

「
歴
史
を
歩
く
」
第
四
十
五
話

東
北
戊
辰
戦
争
、

悲
劇
の
開
明
派
玉
虫
左
太
夫玉虫 左太夫
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☎048-761-5815
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５
月
21
日
に
共
栄
大
学
で
第
12
回

目
と
な
る
「
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
教
育
学

部
の
３
年
生
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

６
月
か
ら
は
毎
月
第
３
土
曜
の
13
時

～
16
時
に
開
催
し
て
い
る
「
キ
ッ
ズ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル(

無
料)

」
と
並
行
し
て

第
３
土
曜
の
10
時
～
12
時
に
「
電
子
工

作
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
講
習
費
は
無
料
で
す

が
、
教
材
費
の
み
各
自
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。

作
る
喜
び

や
自
分
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
が
動
く
感

動
を
体
験
す

る
中
で
、
お

子
様
の
集
中

力
や
達
成
感
、想
像
力
が
豊
か
に
な
り

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
㈲
か
い
し
ゃ
ご
っ
こ

有
美
）

第
12
回
キ
ッ
ズ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
レ
ポ
ー
ト

永
田
和
美(

な
ご
み)

さ
ん

五
行
歌
集
「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
」
発
刊

埼
玉
県
に
お
住
い
の
五
行
歌
人
永
田
和
美
さ
ん
が
、こ
の
ほ
ど
五
行
歌
集

「
ほ
ん
と
う
の
こ
と

は
」
を
発
刊
し
た
。
分
か
り
易
く
奥
行
き
が
あ
り
、
生
き

る
こ
と
へ
の
明
る
い
指
針
に
な
る
と
好
評
爆
売
中
！(

発
行
・
市
井
社
・
電
話
〇

三
―
三
二
六
七
―
七
六
〇
一
・
定
価
一
二
九
六
円(

税
込))

こ
の
世
で

い
ち
ば
ん
強
い
の
は

芯
の
芯
か
ら

や
わ
ら
か
い

こ
こ
ろ

＊
五
行
歌
と
は

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
詩
型
か
ら
、
新
し
く
考
え
ら
れ
た
自
由
で
、
書
き
や
す

く
、
ま
た
完
成
し
や
す
い
短
い
詩
の
形
。
五
行
で
書
く
こ
と
以
外
何
の
制
約
も

な
い
。
誰
に
で
も
創
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
愛
好
者
が
激
増
し
、埼
玉
県
内
に
は

「
五
行
歌
の
会
」
の
支
部
が
十
七
も
あ
り
、
誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
。
創
始
者
の

草
壁
焔
太
氏
は
共
栄
大
学
の
講
師
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
照
会
先
・
東
京
都

新
宿
区
市
谷
田
町
三
の
一
九
・
川
辺
ビ
ル
一
階
・
五
行
歌
の
会(

電
話
〇
三
―
三

二
六
七
―
七
六
〇
七
・
メ
ー
ル

Post

＠5gyohka.com)

新
成
長
戦
略
の
素
案
が
5
月
19
日
に
発
表
さ
れ
た
。マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）の
普
及

で
産
業
が
自
動
化
さ
れ
、10
～
20
年
後
に
は
、49
％
の
仕
事
は
Ａ
Ｉ
が
担
当
と
試

算
さ
れ
る
。

教
育
現
場
で
は
、
子
供
た
ち
が
仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
と
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
問
題

解
決
が
で
き
る
能
力
を
伸
ば
す
。
教
育
課
程
は
見
直
さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

１
人
１
台
配
布
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
必
修
化
が
始

ま
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
能
動
的
な
課
題
解
決
型
授
業
を
行
う
教
員
の
養
成
が

課
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

共
栄
大
学
で
は
、9
月
か
ら
教
育
実
習
に
向
か
う
学
生
が
、本
学
開
催
の
「
キ
ッ

ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
行
う
こ
と
で
、こ
れ
か

ら
の
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
体
験
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
テ
ク
ノ
失
業
」
が
進
ん
で
お
り
、現
在
で
も
３

０
０
万
人
ほ
ど
。18
世
紀
の
産
業
革
命
は
機
械
化
に
よ
り
多
く
の
農
家
や
手
工
業

者
が
失
業
、20
世
紀
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
で
も
多
く
の
工
場
労
働
者
が
失
業
、

そ
し
て
数
年
後
Ａ
Ｉ
の
普
及
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
る
「
テ
ク
ノ
失
業
」
。

共
栄
大
学
の
「
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」
は
、6
月
第
3
土
曜
か
ら
「
電
子
工

作
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
」
も
開
講
、パ
ー
ツ
の
ハ
ン
ダ
付
け
で
パ
ソ
コ
ン
を
作
り
、プ
ロ
グ

ラ
ム
を
勉
強
、模
型
の
自
動
運
転
や
手
作
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
こ
と
を
目
指
し
、

興
味
、
好
奇
心
を
育
て
る
。
ち
ょ
っ
と
先
取
り
の
講
座
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

０
４
８(

７
６
１)

５
８
１
５
。

(

共
栄
大
学
教
授

海
老
原
武)

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
最
前
線
⑧
「
第
４
次
産
業
革
命
」
「
テ
ク
ノ
失
業
」

北
春
日
部
駅
か
ら
徒
歩
10
分
。
宅

配
弁
当
「
輪
多
家
」
さ
ん
は
、
家
族
経

営
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
お
弁
当
屋
さ
ん
で
す
。２
０

１
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
の
10
月

で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
店
名
は
、
食

卓
に
笑
顔
の
「
輪
」
が
広
が
る
よ
う
、

「
多
」
く
の
気
持
ち
を
込
め
た
「
家
」
庭

料
理
を
お
届
け
し
ま
す
。
と
い
う
願

い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。合

計
金
額
が
１
，０
０
０
円(

税
込)

以
上
で
宅
配
料
無
料
♪

１
，０
０
０
円

未
満
で
も
宅
配
料
２
０
０
円
で
宅
配

可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
お
持
ち
帰
り

も
で
き
ま
す
。

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
ね
ぎ
ダ
レ

か
ら
揚
げ
弁
当
」
と
５
～
６
月
期
間
限

定
メ
ニ
ュ
ー
の
「
豚
ロ
ー
ス
肉
の
味
噌

漬
け
焼
き
弁
当
」
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
ね
ぎ
ダ
レ
か
ら
揚
げ
弁
当
」
は
、
醤

油
ベ
ー
ス
で
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り
の
輪
多

家
特
製
ダ
レ
と
サ
ク
サ
ク
の
か
ら
揚

げ
が
相
性
抜
群
で
す
。
か
ら
揚
げ
が
、

こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
な
ほ
ど
盛
り
付
け

て
あ
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
で
す
。

「
豚
ロ
ー
ス
肉
の
味
噌
漬
け
焼
き
弁

当
」
は
、
特
製
味
噌
ダ
レ
に
じ
っ
く
り

漬
け
込
み
、
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
た

豚
肉
が
食
欲
を
そ
そ
り
、
ご
飯
が
進

み
ま
す
。３
種
類
の
副
菜
は
組
み
合
わ

せ
が
日
替
わ
り
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
、
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
な
お
弁
当
が

ワ
ン
コ
イ
ン(

税
込
５
０
０
円)

と
、
と

て
も
お
得
な
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

お
店
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
方
で

も
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
の
で
、
お
店

紹
介
の
上
記
Ｑ
Ｒ
動
画
を
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

副
店
長
さ
ん
が
制
作
さ
れ
た
わ
か

り
や
す
く
て
可
愛
ら
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
新
メ
ニ
ュ
ー
等
の
お
得
な
情
報

を
発
信
し
て
い
る
ブ
ロ
グ
も
左
記
Ｑ

Ｒ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

春
日
部
食
道
楽
㉗

宅
配
弁
当
「
輪
多
家
」

わ

た

や

春日部市梅田3-167 ☎(048)761-6305
【営業時間】AM 10:00 ～ PM 19:00

(電話受付AM9:00～19:00
【定休日】日曜日・祝日


